
１
２
月
の
９
の
日
宣
伝

１
０
日
（火
）１
１
時
～

ス
ー
パ
ー
ピ
ア
ゴ

洞
店

イ
ラ
ク
訴
訟
弁
護
団
の
川
口

創
弁
護
士
を
講
師
に
、
革
新
・
岡

崎
の
会
主
催
の
憲
法
学
習
会
を
、

１
０
月
２
０
日
岡
崎
市
体
育
館

第
一
会
議
室
で
行
い
ま
し
た
。

講
演
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

立
憲
主
義
は
橋
下
対
策

憲
法
と
は
、
「
独
裁
」
を
叫
ぶ

橋
下
み
た
い
な
人
物
が
い
る
か

ら
こ
そ
、
「
権
力
を
縛
る
安
全
装

置
」
と
し
て
立
憲
主
義
が
あ
る
。

日
本
国
憲
法
が
大
事
に
す
る
価

値
は
、
「
あ
な
た
が
あ
な
た
で
あ

る
ゆ
え
に
尊
い
」
と
す
る
個
人
の

尊
厳
（
１
３
条
）
、
戦
争
の
放
棄

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

自
民
党
は
中
国
を
笑
え
る
か

と
こ
ろ
が
、
自
民
党
の
憲
法
草

案
は
、
立
憲
主
義
自
体
を
否
定
し
、

天
賦
人
権
論
も
否
定
し
、
平
和
主

義
も
放
棄
す
る
も
の
で
、
集
団
的

自
衛
権
行
使
だ
け
で
は
な
い
代

物
で
、
中
国
や
北
朝
鮮
を
笑
え
る

の
か
、
と
言
い
た
い
。

安
全
保
障
基
本
法
が
焦
点

国
家
安
全
保
障
基
本
法
は
、
憲

法
破
壊
法
で
あ
り
、
こ
れ
を
頂
点

に
海
外
で
戦
争
す
る
法
体
系
を

作
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
も
内
閣
法
制
局
長
官
の
首
を

す
げ
替
え
た
。

自
民
党
の
国
家
安
全
保
障
基

本
法
案
（
概
要
）
を
読
め
ば
、
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
を
当
然
と

し
、
愛
国
心
教
育
と
国
防
教
育
を

進
め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
軍
事
優

先
を
国
と
地
方
公
共
団
体
に
義

務
付
け
て
い
る
。
特
定
秘
密
保
護

法
の
制
定
も
示
さ
れ
て
い
る
。

国
連
安
保
理
決
議
あ
ろ
う
と

な
か
ろ
う
と
軍
事
行
動
を
と
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
い
つ
で
も
ど

こ
へ
で
も
海
外
で
戦
争
す
る
道

を
開
こ
う
と
、
特
措
法
で
は
な
く

一
般
法
と
し
て
国
際
平
和
協
力

法
案
も
予
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

国
の
産
業
経
済
構
造
を
軍
事
優

先
に
変
え
て
い
く
た
め
に
も
、
軍

需
産
業
を
大
事
に
育
て
る
武
器

の
輸
出
入
が
奨
励
さ
れ
る
。

何
し
ろ
石
破
自
民
党
幹
事
長

は
、
基
本
法
が
福
島
よ
り
優
先
事

項
な
の
で
あ
る
。

集
団
的
自
衛
権
の
ウ
ソ

先
の
有
識
者
懇
談
会
が
議
論

す
る
と
し
た
４
類
型
は
ウ
ソ
。
米

国
を
狙
う
と
す
る
北
朝
鮮
の
弾

道
ミ
サ
イ
ル
は
日
本
の
上
空
を

通
ら
な
い
。
公
海
上
の
軍
艦
は
魚

雷
対
策
の
た
め
に
も
近
く
に
は

お
ら
ず
、
記
念
写
真
の
よ
う
に
並

ん
で
は
い
な
い
。
近
く
に
い
れ
ば

自
衛
艦
に
対
す
る
攻
撃
と
し
て

個
別
的
自
衛
権
で
対
応
で
き
る
。

そ
し
て
、
国
家
を
擬
人
化
し
て

国
家
と
国
家
と
の
関
係
を
隣
の

家
と
の
諍
い
の
よ
う
に
考
え
る

の
は
間
違
い
で
あ
り
、
自
衛
権
と

正
当
防
衛
の
話
は
別
で
あ
る
。

安
保
・ア
メ
リ
カ
の
要
請

日
本
の
軍
備
拡
張
は
日
米
安

保
条
約
の
下
で
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
要
請
と
い
う
面
と
、
尖
閣
諸
島

を
巡
っ
て
安
保
が
発
動
さ
れ
な

い
の
で
日
本
が
軍
事
力
を
つ
け

な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
日
本

内
部
の
面
が
あ
る
。
安
保
の
片
務

性
を
沖
縄
の
負
担
で
バ
ラ
ン
ス

を
と
っ
て
い
る
と
考
え
、
沖
縄
の

負
担
軽
減
の
た
め
に
は
集
団
的

自
衛
権
行
使
容
認
で
双
務
と
す

る
考
え
も
あ
る
。

実
体
が
先
行
、
次
は
法
律
を

中
国
の
軍
拡
の
目
的
は
、
政
権

維
持
の
た
め
と
い
う
面
が
あ
る

が
、
そ
の
海
軍
力
は
、
自
衛
隊
よ

り
も
劣
る
（
中
日
新
聞
・
半
田
滋
）

な
か
で
、
今
の
日
本
の
長
距
離
先

制
能
力
は
実
態
が
先
行
し
て
い

る
が
、
ソ
フ
ト
面
の
法
案
の
整
備

が
で
き
て
い
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
明
文
改
憲
を
経

ず
に
３
セ
ッ
ト
（
国
家
安
全
保
障

法
案
、
特
定
秘
密
保
護
法
案
、
日

本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
法
案
）
が
た
く
ら
ま

れ
て
い
る
。

現
憲
法
の
価
値
の
再
認
識

を
イ
ラ
ク
戦
争
は
ア
メ
リ
カ
の

先
制
自
衛
権
。
イ
ギ
リ
ス
は
ア
メ

リ
カ
に
対
す
る
集
団
的
自
衛
権

で
参
戦
し
た
。
私
た
ち
は
、
集
団

的
自
衛
権
行
使
が
１
０
年
前
に

可
能
だ
っ
た
ら
、
日
本
も
正
面
か

ら
参
戦
し
、
自
衛
隊
員
が
殺
し
殺

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
だ
ろ
う

こ
と
を
考
え
て
欲
し
い
。

そ
う
さ
せ
な
か
っ
た
と
こ
ろ

に
憲
法
が
あ
っ
た
の
で
す
。

文
責

世
話
人
・
福
田
秀
俊

革
新
・
岡
崎
�
会
�
	


�

安
倍
晋
三
は
本
気

全
て
は
海
外
で
の
武
力
行
使
が
目
的

日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
法
、
特
定
秘
密
保
護
法
、
国
家
安
全
保
障
基
本
法
、
解
釈
改
憲

も
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特
定
秘
密
保
護
法
制
定
に
反
対
す
る
要
請

青
山
、重
徳
、中
根
各
衆
議
院
議
員
事
務
所
に

年
内
に
ポ
ス
タ
ー
作
成

普
及

臨
時
国
会
は
、
暗
黒
政
治
一
歩
手
前
、
緊
急
に
阻
止
行
動
が
必
要
！

中
電
岡
崎
支
店
前
か
ら
原
発
を
秘
密
に
し
て
は
ダ
メ

安
倍
内
閣
が
制
定
を
め
ざ
し

て
い
る
「
特
定
秘
密
保
護
法
案
」

は
、
政
府
に
都
合
の
悪
い
情
報
を

隠
蔽
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

国
民
の
知
る
権
利
を
刑
罰
を
も

っ
て
押
さ
え
込
も
う
と
す
る
監

視
社
会
・
統
制
社
会
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
、
断
じ
て
許
せ
ま
せ
ん
。

革
新
・
岡
崎
の
会
で
は
１
１
月

１
１
日
に
、
石
田
事
務
局
長
と
中

根
、
若
山
世
話
人
の
三
名
で
、
反

対
す
る
要
請
文
と
福
島
県
議
会

で
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
「
特

定
秘
密
保
護
法
案
に
反
対
す
る

意
見
書
」
を
添
え
て
地
元
選
出
の

国
会
議
員
を
訪
問
し
ま
し
た
。

最
初
に
訪
問
し
た
重
徳
和
彦

衆
議
院
議
員
事
務
所
（
上
六
名

三
）
で
は
、
事
務
員
の
方
に
申
し

入
れ
ま
し
た
。
次
の
青
山
周
平
衆

議
院
議
員
事
務
所
（
伝
馬
通
五
）

で
は
、
秘
書
の
方
に
申
し
入
れ
ま

し
た
。
中
根
康
浩
衆
議
院
議
員
事

務
所
（
滝
町
）
に
１
３
日
に
石
田

事
務
局
長
と
福
田
世
話
人
で
訪

問
し
ま
し
た
。

運
動
を
広
げ
、
い
ろ
い
ろ
な
団

体
・
個
人
と
協
力
・
協
同
し
て
必

ず
廃
案
に
追
い
込
み
ま
し
ょ
う
。

世
話
人
・若
山
春
史

臨
時
国
会
は
、
戦
略
特
区
、
派

遣
法
改
悪
と
い
う
格
差
拡
大
政
策
、

日
本
を
ア
メ
リ
カ
に
売
り
渡
す

公
約
裏
切
り
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
、
消
費

税
増
税
強
行
表
明
、
原
発
再
稼
働

維
持
と
海
外
セ
ー
ル
ス
と
い
う

環
境
破
壊
政
策
、
国
家
主
義
に
よ

る
ア
メ
リ
カ
と
一
体
と
な
っ
た

戦
争
国
家
造
り
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ
や
秘

密
保
護
法
と
、
安
倍
政
権
の
暴
走

が
風
雲
急
を
告
げ
て
い
ま
す
。

暴
走
を
阻
止
す
る
に
は
、
具
体

的
な
阻
止
行
動
が
す
ぐ
に
必
要

で
す
。
参
院
選
で
威
力
を
発
揮
し

た
、
誰
で
も
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
と
草
の
根
の
口
コ
ミ
と
い

う
私
た
ち
の
武
器
を
使
う
と
き

２
０
１
４
年
の
「
３
・
１
１
復
興
支

援
！
さ
よ
な
ら
原
発
ｉ
ｎ
岡
崎

集
会
」
に
向
け
て
、
第
２
回
準
備
会

が
１
１
月
４
日
（
月
）
午
後
、
弁
護

士
法
人
リ
ブ
レ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
団
体
か
ら
の
報
告
と
意
見

を
受
け
、
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

で
す
。
参
院
選
の
結
果
の
と
き
、

「
共
産
党
躍
進
！
自
共
対
決
へ
。

し
か
し
自
民
党
を
追
い
込
も

う
！
こ
れ
が
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。
暴
走
政

治
に
は
大
義
も
道
理
も
な
く
、
国

民
と
の
矛
盾
は
激
化
し
て
い
ま

す
、
阻
止
行
動
が
自
民
党
を
追
い

込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

革
新
・岡
崎
の
会

代
表
世
話
人
・荒
川
和
美

げ
る
こ
と
を
確

認
し
、
「
集
会
」

の
趣
旨
に
賛
同
す
る
団
体
、
個
人

を
結
集
し
て
い
き
ま
す
。

年
内
に
は
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し

て
い
く
予
定
で
す
。
実
行
委
員
、
賛

同
人
を
募
り
、
賛
同
さ
れ
る
団
体
、

個
人
に
は
賛
同
金
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
な
ど
集
会

成
功
に
向
け
て
協
力
を
お
願
い
し

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
３
月
９
日

恒
例
と
な
っ
た
中
電
岡
崎
支

店
前
で
の
「
原
発
ゼ
ロ
行
動
」
が
、

１
１
月
１
１
日
１
１
時
か
ら
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
で
１
２
回
。

最
初
に
、
福
島
県
議
会
が
１
０
月

９
日
に
自
公
も
含
め
全
会
一
致

で
採
択
し
た
意
見
書
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
意
見
書
は
、
今
、

国
会
で
審
議
中
の
「
特
定
秘
密
保

護
法
」
案
を
め
ぐ
り
、
原
発
の
安

全
性
に
関
わ
る
問
題
や
住
民
の

安
全
に
関
す
る
情
報
が
「
特
定
秘

密
」
に
指
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
と
し
て
、
「
慎
重
な
対
応
を
求

一
日
だ
け
の
取
り
組
み
と
せ
ず
、

当
日
に
向
け
て
、
「
福
島
訪
問
の
報

告
の
つ
ど
い
」
、
原
発
労
働
者
の
実

態
を
描
く
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
「
上
映
会
」
「
写

真
パ
ネ
ル
展
」
な
ど
を
計
画
し
、

「
福
島
を
忘
れ
な
い
」
の
思
い
を
具

体
化
し
て
い
き
ま
す
。

第
１
回
実
行
委
員
会
は
、
１
１

月
２
６
日
（
火
）
１
８
時
３
０
分
か
ら
、

弁
護
士
法
人
リ
ブ
レ
３
階
会
議
室

で
す
。

事
務
局
長
・石
田
邦
芳

め
る
」
と
す
る
も
の
で
す
。

参
加
者
は
２
８
名
。
参
加
者
の

訴
え
に
は
、
大
飯
原
発
見
学
、
飯

館
村
や
浪
江
町
訪
問
の
報
告
が

あ
り
、
他
の
反
原
発
集
会
に
参
加

し
た
人
の
訴
え
も
あ
り
ま
し
た
。

訴
え
る
人
た
ち
の
反
原
発
へ

の
思
い
が
熱
く
、
訴
え
る
時
間
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
向
か
い
の
葵

の
湯
や
車
窓
か
ら
手
を
振
っ
て

賛
同
の
意
思
を
表
明
し
て
く
だ

さ
る
方
も
お
り
、
恒
例
の
も
の
と

な
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

世
話
人
・
足
立
勝
彦

みんなで力を合わ
せて、原発ゼロに


